
(57)【要約】

【課題】取り扱いが容易でかつ一般社会で十分に活用さ

れるロボットを備えた安価なロボットシステムを提供す

ることである。

【解決手段】携帯電話３０が充電器２０にセットされる

と、携帯電話３０のコネクタＣＮ２が充電器２０のコネ

クタＣＮ１に電気的に接続される。それにより、携帯電

話３０と充電器２０との間で各種信号および電力が伝送

される。ＣＰＵ３２は、充電器２０の脱着センサ２１、

充電器２０の充電容量センサ２２および時計モジュール

３４からの信号を受け、メモリ３３に記憶された通信制

御プログラムに従って通信モジュール３１を制御すると

ともに、メモリ３３に記憶されたロボット制御プログラ

ムに従ってロボット１０を制御する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
充 電 器 と 、
　 前 記 充 電 器 に 着 脱 自 在 な 携 帯 電 話 と 、
　 前 記 充 電 器 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た ロ ボ ッ ト と を 備 え 、
　 前 記 携 帯 電 話 は 、
　 通 信 動 作 を 行 う 通 信 手 段 と 、
　 前 記 通 信 手 段 を 制 御 す る と と も に 、 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 を 前 記 ロ ボ ッ ト
に 与 え る 処 理 装 置 と 、
　 前 記 通 信 手 段 お よ び 前 記 処 理 装 置 に 電 力 を 供 給 す る バ ッ テ リ と を 含 み 、
　 前 記 充 電 器 は 、
　 前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 お よ び 前 記 バ ッ テ リ に 接 続 可 能 な 接 続 部 と 、
　 電 源 か ら 電 力 を 受 け 、 前 記 接 続 部 を 介 し て 前 記 バ ッ テ リ を 充 電 す る 充 電 手 段 と を 含 み 、
　 前 記 ロ ボ ッ ト は 、
　 前 記 電 源 か ら 電 力 を 受 け 、 か つ 前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 と 有 線 ま た は 無 線 通 信 に よ
り 接 続 さ れ 、 前 記 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ く 動 作 を 行 う 動 作 部 を 含 む こ と を 特
徴 と す る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ロ ボ ッ ト の 前 記 動 作 部 は 、
　 前 記 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て 身 体 動 作 を 行 う 身 体 動 作 部 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ロ ボ ッ ト の 前 記 動 作 部 は 、
　 前 記 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て 発 話 動 作 を 行 う 発 話 動 作 部 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ロ ボ ッ ト は 、
　 前 記 携 帯 電 話 の 状 態 と 前 記 動 作 部 の 動 作 と の 対 応 関 係 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 お よ び 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 に 基 づ い て
前 記 動 作 部 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 は 、
　 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 を 更
新 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 充 電 器 は 、 前 記 携 帯 電 話 の 前 記 バ ッ テ リ の 充 電 状 態 を 検 出 す る 充 電 状 態 検 出 手 段 を さ
ら に 含 み 、
　 前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 は 、 前 記 充 電 状 態 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 充 電 状 態 を 示
す 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 と し て 前 記 ロ ボ ッ ト に 与 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 充 電 器 は 、 当 該 充 電 器 へ の 前 記 携 帯 電 話 の 脱 着 状 態 を 検 出 す る 脱 着 状 態 検 出 手 段 を さ
ら に 含 み 、
　 前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 は 、 前 記 充 電 状 態 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 脱 着 状 態 を 示
す 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 と し て 前 記 ロ ボ ッ ト に 与 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 は 、 前 記 通 信 手 段 の 通 信 状 態 を 示 す 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状
態 に 対 応 す る 信 号 と し て 前 記 ロ ボ ッ ト に 与 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か
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に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 携 帯 電 話 の 前 記 処 理 装 置 は 、 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 に 関 す る 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態
に 対 応 す る 信 号 と し て 前 記 ロ ボ ッ ト に 与 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に
記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 充 電 器 と 前 記 ロ ボ ッ ト と は 別 体 と し て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い
ず れ か に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 充 電 器 と 前 記 ロ ボ ッ ト と は 一 体 的 に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず
れ か に 記 載 の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト を 含 む ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 産 業 用 お よ び 家 庭 用 の 種 々 の ロ ボ ッ ト が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 一 般 的 に 、 自 律 型 の ロ ボ ッ ト は 、 移 動 の た め の 駆 動 機 構 、 複 数 の セ ン サ お よ び 各 部
の 制 御 の た め の Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 処 理 装 置 ） 等 の 多 数 の 部 品 か ら な る ハ ー ド ウ エ ア と 、 制
御 用 の プ ロ グ ラ ム 等 の ソ フ ト ウ エ ア と に よ り 構 成 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ７ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 一 般 的 な 自 律 型 の ロ ボ ッ ト は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 等 の 多 数 の ハ ー ド ウ エ ア お よ び 複
雑 な ソ フ ト ウ エ ア を 必 要 と す る た め 、 高 価 で あ る 。 ま た 、 自 律 的 に 移 動 す る ロ ボ ッ ト は 、
電 源 と し て バ ッ テ リ を 必 要 と す る 。 そ の た め 、 定 期 的 に バ ッ テ リ を 充 電 す る 必 要 が あ る 。
こ れ ら の 結 果 、 従 来 の 自 律 型 の ロ ボ ッ ト は 、 産 業 用 を 除 い て 一 般 社 会 に は 、 あ ま り 普 及 し
て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 取 り 扱 い が 容 易 で か つ 一 般 社 会 で 十 分 に 活 用 さ れ る ロ ボ ッ ト を 備 え た
安 価 な ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ １ ） 本 発 明 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム は 、 充 電 器 と 、 充 電 器 に 着 脱 自 在 な 携 帯 電 話 と 、
充 電 器 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る ロ ボ ッ ト と を 備 え 、 携 帯 電 話 は 、 通 信 動 作 を 行 う 通 信 手 段 と
、 通 信 手 段 を 制 御 す る と と も に 、 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 を ロ ボ ッ ト に 与 え る
処 理 装 置 と 、 通 信 手 段 お よ び 処 理 装 置 に 電 力 を 供 給 す る バ ッ テ リ と を 含 み 、 充 電 器 は 、 携
帯 電 話 の 処 理 装 置 お よ び バ ッ テ リ に 接 続 可 能 な 接 続 部 と 、 電 源 か ら 電 力 を 受 け 、 接 続 部 を
介 し て バ ッ テ リ を 充 電 す る 充 電 手 段 と を 含 み 、 ロ ボ ッ ト は 、 電 源 か ら 電 力 を 受 け 、 か つ 携
帯 電 話 の 処 理 装 置 と 有 線 ま た は 無 線 通 信 に よ り 接 続 さ れ 、 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に
基 づ く 動 作 を 行 う 動 作 部 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に お い て は 、 携 帯 電 話 の 通 信 手 段 に よ り 通 信 動 作 が 行 わ
れ 、 処 理 装 置 に よ り 通 信 手 段 が 制 御 さ れ る と と も に 、 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号
が ロ ボ ッ ト に 与 え ら れ る 。 ま た 、 バ ッ テ リ に よ り 通 信 手 段 お よ び 処 理 装 置 に 電 力 が 供 給 さ
れ る 。 ま た 、 充 電 器 の 接 続 部 は 、 携 帯 電 話 の バ ッ テ リ に 接 続 可 能 と な っ て い る 。 充 電 手 段
に よ り 接 続 部 を 介 し て バ ッ テ リ が 充 電 さ れ る 。 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 は 、 携 帯 電 話 の 処 理 装 置
と 有 線 ま た は 無 線 通 信 に よ り 接 続 さ れ る 。 動 作 部 に よ り 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基
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づ く 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 ロ ボ ッ ト が 携 帯 電 話 の 状 態 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 ロ ボ ッ ト
が 携 帯 電 話 の 情 報 を 表 出 す る イ ン タ フ ェ ー ス と し て 機 能 す る 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ
ッ ト の 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 は ロ ボ ッ
ト の 動 作 に よ り 日 常 生 活 に 精 神 的 な 潤 い を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 携 帯 電 話 お よ
び 充 電 器 の 付 加 価 値 お よ び 利 便 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト は 充 電 器 と 共 通 の 電 源 に よ り 動 作 す る の で 、 ロ ボ ッ ト に バ ッ テ リ を
設 け る 必 要 が な い 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト は 充 電 器 に 接 続 さ れ た 状 態 で 移 動 す る 必 要 が な い の で
、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。 し た が っ て 、 一 般 社 会 で 十 分 に 活 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 は 、 充 電 中 の 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 に よ り 制 御 さ れ る の で 、 ロ
ボ ッ ト に 高 価 な 処 理 装 置 が 不 要 と な る 。 ま た 、 充 電 中 の 動 作 し て い な い 携 帯 電 話 の 処 理 装
置 が ロ ボ ッ ト の 制 御 に 有 効 に 利 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 個 人 的 に 使 用 可 能 な 安 価 な ロ ボ ッ
ト シ ス テ ム が 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ２ ） ロ ボ ッ ト の 動 作 部 は 、 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て 身 体 動 作 を 行 う 身
体 動 作 部 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 身 体 動 作 部 が 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て
携 帯 電 話 の 状 態 に 応 じ た 身 体 動 作 を 行 う 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 身 体 動 作 部 の
身 体 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト
の 身 体 動 作 に よ り 精 神 的 な 潤 い を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ３ ） ロ ボ ッ ト の 動 作 部 は 、 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て 発 話 動 作 を 行 う 発
話 動 作 部 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 発 話 動 作 部 が 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て
携 帯 電 話 の 状 態 に 応 じ た 発 話 動 作 を 行 う 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 発 話 動 作 部 の
発 話 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト
の 発 話 動 作 に よ り 精 神 的 な 潤 い を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ４ ） ロ ボ ッ ト は 、 携 帯 電 話 の 状 態 と 動 作 部 の 動 作 と の 対 応 関 係 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と
、 処 理 装 置 か ら 与 え ら れ る 信 号 お よ び 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 に 基 づ い て 動 作 部 の
動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 に 基 づ い て 動 作 部 の 動 作 が 制 御 さ れ る 。 そ れ
に よ り 、 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 を 更 新 す る こ と に よ り 、 携 帯 電 話 の 状 態 に 基 づ く
動 作 部 の 動 作 を 任 意 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ５ ） 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 は 、 通 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 記 憶 手 段 に 記
憶 さ れ る 対 応 関 係 を 更 新 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 、 携 帯 電 話 の 通 信 動 作 に よ り ロ ボ ッ ト の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 対 応 関 係 を 容 易
に 更 新 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ６ ） 充 電 器 は 、 携 帯 電 話 の バ ッ テ リ の 充 電 状 態 を 検 出 す る 充 電 状 態 検 出 手 段 を さ ら に
含 み 、 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 は 、 充 電 状 態 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 充 電 状 態 を 示 す 信 号 を
当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 と し て ロ ボ ッ ト に 与 え て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 が 携 帯 電 話 の バ ッ テ リ の 充 電 状 態 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 そ
れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の バ ッ テ リ の 充 電 状 態 を 容 易 に 把 握 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ７ ） 充 電 器 は 、 当 該 充 電 器 へ の 携 帯 電 話 の 脱 着 状 態 を 検 出 す る 脱 着 状 態 検 出 手 段 を さ
ら に 含 み 、 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 は 、 充 電 状 態 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 脱 着 状 態 を 示 す 信
号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に 対 応 す る 信 号 と し て ロ ボ ッ ト に 与 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 が 充 電 器 へ の 携 帯 電 話 の 脱 着 状 態 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 そ
れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 動 作 に よ り 充 電 器 へ の 携 帯 電 話 の 着 脱 状 態 を 容 易 に 把 握 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ８ ） 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 は 、 通 信 手 段 の 通 信 状 態 を 示 す 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態 に
対 応 す る 信 号 と し て ロ ボ ッ ト に 与 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 が 携 帯 電 話 の 通 信 手 段 の 通 信 状 態 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 そ
れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の 通 信 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ９ ） 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 は 、 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 に 関 す る 信 号 を 当 該 携 帯 電 話 の 状 態
に 対 応 す る 信 号 と し て ロ ボ ッ ト に 与 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 が 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 そ れ に よ り 、
使 用 者 は ロ ボ ッ ト の 動 作 に よ り 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ １ ０ ） 充 電 器 と ロ ボ ッ ト と は 別 体 と し て 構 成 さ れ て も よ い 。 そ れ に よ り 、 充 電 器 ま た
は ロ ボ ッ ト を 他 の 充 電 器 ま た は 他 の ロ ボ ッ ト と 容 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ １ １ ） 充 電 器 と ロ ボ ッ ト と は 一 体 的 に 構 成 さ れ て も よ い 。 そ れ に よ り 、 ロ ボ ッ ト お よ
び 充 電 器 の 小 型 化 が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト が 携 帯 電 話 の 状 態 に 応 じ た 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 ロ ボ ッ ト
が 携 帯 電 話 の 情 報 を 表 出 す る イ ン タ フ ェ ー ス と し て 機 能 す る 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ
ッ ト の 動 作 に よ り 携 帯 電 話 の 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 は ロ ボ ッ
ト の 動 作 に よ り 日 常 生 活 に 精 神 的 な 潤 い を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 携 帯 電 話 お よ
び 充 電 器 の 付 加 価 値 お よ び 利 便 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト は 充 電 器 と 共 通 の 電 源 に よ り 動 作 す る の で 、 ロ ボ ッ ト に バ ッ テ リ を
設 け る 必 要 が な い 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト は 充 電 器 に 接 続 さ れ た 状 態 で 移 動 す る 必 要 が な い の で
、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。 し た が っ て 、 一 般 社 会 で 十 分 に 活 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 ロ ボ ッ ト の 動 作 部 は 、 充 電 中 の 携 帯 電 話 の 処 理 装 置 に よ り 制 御 さ れ る の で 、 ロ
ボ ッ ト に 高 価 な 処 理 装 置 が 不 要 と な る 。 ま た 、 充 電 中 の 動 作 し て い な い 処 理 装 置 が ロ ボ ッ
ト の 制 御 に 有 効 に 利 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 個 人 的 に 使 用 可 能 な 安 価 な ロ ボ ッ ト シ ス テ ム
が 実 現 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ １ ） ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 構 成
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　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム は 、 ロ ボ ッ ト １ ０ 、 充 電 器 ２ ０ お よ び 携 帯 電 話 ３ ０ に よ り 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 可 撓 性 の 樹 脂 シ ー ト 等 に よ り 形 成 さ れ た 外 皮 １ ０ ０ を 有 す る 。 外 皮 １
０ ０ は 、 胴 部 １ １ ０ 、 右 の 突 部 １ ２ ０ 、 左 の 突 部 １ ３ ０ お よ び 頭 部 １ ４ ０ を 有 す る 。 胴 部
１ １ ０ は 、 略 円 筒 形 状 を 有 し 、 人 間 の 両 脚 お よ び 胴 に 相 当 す る 。 突 部 １ ２ ０ ， １ ３ ０ は 、
胴 部 １ １ ０ の 両 方 の 側 面 の 上 部 に お い て 凸 状 に 膨 ら む よ う に 形 成 さ れ 、 人 間 の 両 肩 お よ び
両 腕 に 相 当 す る 。 頭 部 １ ４ ０ は 、 胴 部 １ １ ０ の 上 部 に お い て 半 球 状 に 形 成 さ れ 、 人 間 の 首
お よ び 頭 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 外 皮 １ ０ ０ 内 に は 、 ス ピ ー カ １ ５ 、 制 御 用 基 板 １ ５ ０ お よ び 複 数 の モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６
５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 モ ー タ １ ６ １ に よ り 胴 部 １ １ ０ が 鉛 直 軸 を 中 心 に ね じ ら れ る 。 モ ー タ １ ６ ２ に よ り 突 部
１ ２ ０ ， １ ３ ０ が 上 下 に 揺 動 さ れ る 。 モ ー タ １ ６ ３ に よ り 頭 部 １ ４ ０ が 前 後 に 揺 動 さ れ る
。 モ ー タ １ ６ ４ に よ り 突 部 １ ２ ０ が 前 後 に 動 か さ れ 、 モ ー タ １ ６ ５ に よ り 突 部 １ ３ ０ が 前
後 に 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ロ ボ ッ ト １ ０ の 制 御 用 基 板 １ ５ ０ に は 、 ６ Ｖ 用 の 電 源 ケ ー ブ ル Ｃ １ 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ８
お よ び １ ０ ０ Ｖ 用 の 電 源 ケ ー ブ ル Ｃ ２ を 介 し て 電 源 プ ラ グ １ ９ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 充 電 器 ２ ０ は 、 制 御 信 号 を 伝 送 す る た め の 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ お よ び 電 力 を 伝 送 す る た め の
電 源 ラ イ ン Ｐ Ｌ を 通 し て ロ ボ ッ ト １ ０ の 制 御 用 基 板 １ ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 携 帯 電 話 ３
０ は 、 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト （ 装 着 ） お よ び 取 り 外 し 可 能 に な っ て い る 。 携 帯 電 話 ３ ０ が 充
電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ て い る 際 に 携 帯 電 話 ３ ０ 内 の 後 述 す る バ ッ テ リ が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ は 図 １ の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の ロ ボ ッ ト １ ０ 、 充 電 器 ２ ０ お よ び 携 帯 電 話 ３ ０ の 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 メ モ リ １ ２ 、 通 信 モ ジ ュ ー
ル １ ３ 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ 、 ス ピ ー カ １ ５ 、 複 数 の モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ お よ び 電 源 モ
ジ ュ ー ル １ ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 メ モ リ １ ２ 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び 電
源 モ ジ ュ ー ル １ ７ は 、 図 １ の 制 御 用 基 板 １ ５ ０ 上 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 メ モ リ １ ２ は 、 例 え ば 半 導 体 メ モ リ か ら な り 、 後 述 す る 対 応 テ ー ブ ル を デ ー タ と し て 記
憶 す る 。 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ は 、 Ｌ Ｓ Ｉ （ 大 規 模 集 積 回 路 ） 等 に よ り 構 成 さ れ 、 制 御 ラ イ
ン Ｃ Ｌ を 通 し て 伝 送 さ れ る 制 御 信 号 を 受 信 し 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ に 与 え る 。 制 御 モ ジ ュ
ー ル １ １ は 、 デ ジ タ ル 回 路 お よ び ア ナ ロ グ 回 路 に よ り 構 成 れ る 。 こ の 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １
は 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 駆 動 す る た め の モ ー タ ド ラ イ バ を 含 み 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３
か ら 与 え ら れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て デ ー タ 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６
５ を 制 御 す る と と も に 、 メ モ リ １ ２ の 書 き 込 み 動 作 お よ び 読 み 出 し 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ は 、 Ｌ Ｓ Ｉ 等 に よ り 構 成 さ れ 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ の 制 御 に 従 っ て
音 声 信 号 を 合 成 す る 。 ス ピ ー カ １ ５ は 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り 合 成 さ れ た 音 声 信 号 を
音 声 と し て 出 力 す る こ と に よ り 発 話 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 電 源 モ ジ ュ ー ル １ ７ は 、 電 源 ケ ー ブ ル Ｃ １ を 通 し て Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ８ に 接 続 さ れ 、 電 力
を 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 メ モ リ １ ２ 、 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ 、 ス ピ ー
カ １ ５ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に 供 給 す る と と も に 、 電 源 ラ イ ン Ｐ Ｌ を 通 し て 充 電 器
２ ０ に 電 力 を 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 充 電 器 ２ ０ は 、 脱 着 セ ン サ ２ １ 、 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ 、 充 電 モ ジ ュ ー ル ２ ３ お よ び コ ネ
ク タ Ｃ Ｎ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 処 理 装 置 ） ３ ２ 、 メ モ リ ３ ３
、 時 計 モ ジ ュ ー ル ３ ４ 、 バ ッ テ リ ３ ５ お よ び コ ネ ク タ Ｃ Ｎ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ る と 、 携 帯 電 話 ３ ０ の コ ネ ク タ Ｃ Ｎ ２ が 充 電 器
２ ０ の コ ネ ク タ Ｃ Ｎ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 携 帯 電 話 ３ ０ と 充 電 器 ２ ０ と
の 間 で 各 種 信 号 お よ び 電 力 が 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 充 電 器 ２ ０ の 脱 着 セ ン サ ２ １ は 、 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ た か 否 か を 検
出 し 、 検 出 結 果 を 示 す 信 号 を 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に 与 え る 。 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ は
、 携 帯 電 話 ３ ０ 内 の バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 容 量 を 検 出 し 、 検 出 さ れ た 充 電 容 量 を 示 す 信 号 を
携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に 与 え る 。 充 電 モ ジ ュ ー ル ２ ３ は 、 電 源 ラ イ ン Ｐ Ｌ を 介 し て ロ
ボ ッ ト １ ０ の 電 源 モ ジ ュ ー ル １ ７ か ら 供 給 さ れ る 電 力 に よ り 携 帯 電 話 ３ ０ 内 の バ ッ テ リ ３
５ を 充 電 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ は 、 通 信 回 路 、 表 示 装 置 、 複 数 の キ ー 、 ス ピ ー カ お
よ び マ イ ク ロ フ ォ ン を 含 み 、 他 の 電 話 機 ま た は 携 帯 電 話 と 通 話 を 行 う 通 話 機 能 、 他 の 携 帯
電 話 ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ と 電 子 メ ー ル の 送 受 信 を 行 う 電 子 メ
ー ル 機 能 、 プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ を ダ ウ ン ロ ー ド す る ダ ウ ン ロ ー ド 機 能 お よ び イ ン タ ー
ネ ッ ト の ウ ェ ブ サ イ ト を 閲 覧 す る 閲 覧 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 メ モ リ ３ ３ は 、 半 導 体 メ モ リ か ら な り 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ を 制 御 す る 通 信 制 御 プ ロ グ
ラ ム 、 ロ ボ ッ ト １ ０ を 制 御 す る ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 お よ び 各 種 デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 時 計 モ ジ ュ ー ル ３ ４ は 、 時 計 機 能 を 有 し 、 現 在 の 時 刻 を 示 す 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に 与 え る
。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 充 電 器 ２ ０ の 脱 着 セ ン サ ２ １ 、 充 電 器 ２ ０ の 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ お よ び
時 計 モ ジ ュ ー ル ３ ４ か ら の 信 号 を 受 け 、 メ モ リ ３ ３ に 記 憶 さ れ た 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム に 従
っ て 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ を 制 御 す る と と も に 、 メ モ リ ３ ３ に 記 憶 さ れ た ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ
グ ラ ム に 従 っ て ロ ボ ッ ト １ ０ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 バ ッ テ リ ３ ５ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ 、 メ モ リ ３ ３ お よ び 時 計 モ ジ ュ ー ル
３ ４ に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ ２ ） 対 応 テ ー ブ ル
　 図 ３ は ロ ボ ッ ト １ ０ の メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 対 応 テ ー ブ ル に は 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 と 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ と
の 対 応 関 係 が 格 納 さ れ る 。 本 例 で は 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 は 、 充 電 器 ２ ０ へ の 携 帯 電 話 ３
０ の セ ッ ト 、 充 電 器 ２ ０ か ら の 携 帯 電 話 ３ ０ の 取 り 外 し 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ に よ る 電 子
メ ー ル の 受 信 、 バ ッ テ リ ３ ５ の 容 量 低 下 、 バ ッ テ リ ３ ５ の 満 充 電 、 夜 の 設 定 時 刻 お よ び 朝
の 設 定 時 刻 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ は 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 作 内 容 を 示 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ る
発 話 の 内 容 お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ る 外 皮 １ ０ ０ の 動 き の 内 容 を 携 帯 電 話 ３ ０ の
状 態 に 対 応 し て 含 む 。 例 え ば 、 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ は 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 が 「 充 電 器
へ の セ ッ ト 」 で あ る 場 合 に 対 応 し て 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ る 発 話 の 内 容 と し て 「 お つ
か れ さ ん 」 を 含 み 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ る 外 皮 １ ０ ０ の 動 き の 内 容 と し て 「 両 突 部
を 前 後 に 振 る 」 こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ ３ ） ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 動 作
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ お よ び 図 ５ は
携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に よ る ロ ボ ッ ト １ ０ の 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま ず 、 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 脱 着 セ ン サ ２ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 携 帯 電 話 ３
０ が 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ た 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ を
介 し て そ の 状 態 に 対 応 す る 対 応 す る 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ に 送 信
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ れ に よ り 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ が メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ た 対 応 テ ー ブ ル に 従 っ て 発 話
モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 制 御 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り ス ピ ー
カ １ ５ が 挨 拶 の 発 話 を 行 う と と も に 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ り 外 皮 １ ０ ０ が 挨 拶 の 動
き を 行 う 。 図 ３ の 対 応 テ ー ブ ル に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 お つ か れ さ ん 」 と 発 話 し 、
両 突 部 １ ２ ０ ， １ ３ ０ を 前 後 に 振 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ の 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 脱 着 セ ン サ ２ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２
０ か ら 取 り 外 さ れ た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ か ら 取 り 外 さ れ た 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ
を 介 し て そ の 状 態 に 対 応 す る 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ に 送 信 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 こ の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 コ ネ ク タ Ｃ Ｎ １ と コ ネ ク タ Ｃ Ｎ ２ と が 完 全 に
離 れ る 前 に 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ を 介 し て 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ に 与 え る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ れ に よ り 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ が メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ た 対 応 テ ー ブ ル に 従 っ て 発 話
モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 制 御 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り ス ピ ー
カ １ ５ が 挨 拶 の 発 話 を 行 う と と も に 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ り 外 皮 １ ０ ０ が 挨 拶 の 動
き を 行 う 。 図 ３ の 対 応 テ ー ブ ル に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 い っ て ら っ し ゃ い 」 と 発 話
し 、 右 の 突 部 １ ２ ０ を 上 下 に 振 る 。 そ の 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ か ら 取 り 外 さ れ て い な い 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３
２ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ か ら の 信 号 に 基 づ い て 携 帯 電 話 ３ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 電
子 メ ー ル を 受 信 し た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 電 子 メ ー ル を 受 信 し た 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ
を 介 し て そ の 状 態 に 対 応 す る 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ に 送 信 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ れ に よ り 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ が メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ た 対 応 テ ー ブ ル に 従 っ て 発 話
モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 制 御 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り ス ピ ー
カ １ ５ が 着 信 通 知 の 発 話 を 行 う と と も に 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ り 外 皮 １ ０ ０ が 着 信
通 知 の 動 き を 行 う 。 図 ３ の 対 応 テ ー ブ ル に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 だ れ か ら か メ ー ル
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や 」 と 発 話 し 、 頭 部 １ ４ ０ を 前 後 に 振 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 電 子 メ ー ル を 受 信 し て い な い 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３
２ は ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 む 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ か ら の 信 号 に 基 づ い て 携 帯
電 話 ３ ０ の バ ッ テ リ ３ ５ が 所 定 の 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 バ ッ テ リ ３ ５ が 所 定 の 充 電 状 態 で あ る 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ を 介 し
て そ の 状 態 に 対 応 す る 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ に 送 信 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ れ に よ り 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ が メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ た 対 応 テ ー ブ ル に 従 っ て 発 話
モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 制 御 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り ス ピ ー
カ １ ５ が バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 状 態 に 対 応 す る 発 話 を 行 う と と も に 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５
に よ り 外 皮 １ ０ ０ が バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 状 態 に 対 応 す る 動 き を 行 う 。 図 ３ の 対 応 テ ー ブ ル
に よ れ ば 、 バ ッ テ リ ３ ５ の 容 量 が 所 定 レ ベ ル よ り も 低 下 す る と 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 つ か
れ た 」 と 発 話 し 、 頭 部 １ ４ ０ を 前 に 倒 す 。 ま た 、 バ ッ テ リ ３ ５ が 満 充 電 の 状 態 に な る と 、
ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 元 気 は つ ら つ 」 と 発 話 し 、 頭 部 １ ４ ０ お よ び 両 突 部 １ ２ ０ ， １ ３ ０ を
左 右 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で バ ッ テ リ ３ ５ が 所 定 の 充 電 状 態 に な い 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は ス テ ッ プ
Ｓ ９ に 進 む 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 時 計 モ ジ ュ ー ル ３ ４ か ら の 信 号 に 基 づ い て 現 在 時 刻 が 設 定 時
刻 か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 。 設 定 時 刻 は 、 使 用 者 が 予 め 携 帯 電 話 ３ ０ を 用 い て
設 定 す る こ と が で き る 。 こ の 設 定 時 刻 は 、 メ モ リ ３ ３ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 現 在 時 刻 が 設 定 時 刻 で あ る 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 制 御 ラ イ ン Ｃ Ｌ を 介 し て そ の 状 態
に 対 応 す る 制 御 信 号 を ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル １ ３ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ）
。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 そ れ に よ り 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ が メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ た 対 応 テ ー ブ ル に 従 っ て ロ ボ
ッ ト １ ０ が 設 定 時 刻 に 対 応 す る 発 話 お よ び 動 き を 行 う よ う に 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ
ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ を 制 御 し 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ に よ り ス ピ ー カ １ ５ が 設 定 時 刻 に 対 応
す る 発 話 を 行 う と と も に 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ に よ り 外 皮 １ ０ ０ が 設 定 時 刻 に 対 応 す る
動 き を 行 う 。 図 ３ の 対 応 テ ー ブ ル に よ れ ば 、 現 在 時 刻 が 夜 の 設 定 時 刻 に な る と 、 ロ ボ ッ ト
１ ０ は 、 「 お や す み 」 と 発 話 し 、 頭 部 １ ４ ０ を 前 に 倒 し 、 両 突 部 １ ２ ０ ， １ ３ ０ を 内 側 に
向 け る 。 ま た 、 現 在 時 刻 が 朝 の 設 定 時 刻 に な る と 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 「 お は よ う 」 と 発 話
し 、 頭 部 １ ４ ０ を 後 ろ に 反 ら し 、 両 突 部 １ ２ ０ ， １ ３ ０ を 外 側 に 広 げ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 現 在 時 刻 が 設 定 時 刻 で な い 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進
む 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 新 た な 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 受 信 し た か 否 か
を 判 別 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 新 た な 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は
、 ロ ボ ッ ト １ ０ の 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ に 新 た な コ ン テ ン ツ デ ー タ を 送 信 し 、 メ モ リ １ ２ に
記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル の 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 新 た な 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ で 更 新 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 新 た な 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 受 信 し て い な い
場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は ス テ ッ プ Ｓ ３ に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 に 応 じ た 発 話 お よ び 動 き を 行 う

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-110335 A 2007.4.26



。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ４ ） 実 施 の 形 態 の 効 果
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に お い て は 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の 外 皮 １ ０ ０ が 携 帯 電
話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ か ら 与 え ら れ る 信 号 に 基 づ い て 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 に 応 じ た 動 き を 行
う 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の ス ピ ー カ １ ５ が 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ か ら 与 え ら れ る 信 号
に 基 づ い て 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 に 応 じ た 発 話 を 行 う 。 す な わ ち 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 携 帯 電 話
３ ０ の 情 報 を 表 出 す る イ ン タ フ ェ ー ス と し て 機 能 す る 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト １
０ の 動 き ま た は 発 話 に よ り 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使
用 者 は ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き お よ び 発 話 に よ り 日 常 生 活 に 精 神 的 な 潤 い を 得 る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 携 帯 電 話 ３ ０ お よ び 充 電 器 ２ ０ の 付 加 価 値 お よ び 利 便 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 充 電 器 ２ ０ と 共 通 の 電 源 に よ り 動 作 す る の で 、 ロ ボ ッ ト １ ０
に バ ッ テ リ を 設 け る 必 要 が な い 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト １ ０ は 充 電 器 ２ ０ に 接 続 さ れ た 状 態 で 移
動 す る 必 要 が な い の で 、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。 し た が っ て 、 一 般 社 会 で 十 分 に 活 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ は 、 充 電 中 の
携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ に よ り 制 御 さ れ る の で 、 ロ ボ ッ ト １ ０ に 高 価 な Ｃ Ｐ Ｕ が 不 要 と
な る 。 ま た 、 充 電 中 で 動 作 し て い な い 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ が ロ ボ ッ ト １ ０ の 制 御 に
有 効 に 利 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 個 人 的 に 使 用 可 能 な 安 価 な ロ ボ ッ ト シ ス テ ム が 実 現 す る
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル に 基 づ い て ロ ボ ッ ト １ ０ の
動 き お よ び 発 話 が 制 御 さ れ る 。 こ の 場 合 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 通 信 動 作 に よ り ロ ボ ッ ト １ ０ の
メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル の 動 作 コ ン テ ン ツ デ ー タ を 容 易 に 更 新 す る こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル を 更 新 す る こ と に よ り 、 携 帯 電
話 ３ ０ の 状 態 に 基 づ く ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き お よ び 発 話 を 任 意 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 、 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 脱 着 セ ン サ ２ １ の 検 出 結 果 に 基 づ く 制 御 信 号 を
充 電 器 ２ ０ を 介 し て ロ ボ ッ ト １ ０ に 与 え る 。 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 充 電 器 ２ ０ へ の 携
帯 電 話 １ ０ の 脱 着 状 態 に 応 じ た 動 き お よ び 発 話 を 行 う 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト １
０ の 動 き ま た は 発 話 に よ り 充 電 器 ２ ０ へ の 携 帯 電 話 １ ０ の 着 脱 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ の 検 出 結 果 に 基 づ く 制 御 信 号
を 充 電 器 ２ ０ を 介 し て ロ ボ ッ ト １ ０ に 与 え る 。 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 携 帯 電 話 ３ ０ の
バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 状 態 に 応 じ た 動 き お よ び 発 話 を 行 う 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト
１ ０ の 動 き ま た は 発 話 に よ り 携 帯 電 話 ３ ０ の バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ の 通 信 状 態 に 基 づ く 制 御 信 号
を 充 電 器 ２ ０ を 介 し て ロ ボ ッ ト １ ０ に 与 え る 。 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 携 帯 電 話 １ ０ の
通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ の 通 信 状 態 に 応 じ た 動 き お よ び 発 話 を 行 う 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 は ロ
ボ ッ ト １ ０ の 動 き ま た は 発 話 に よ り 携 帯 電 話 ３ ０ の 通 信 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 携 帯 電 話 ３ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ は 、 設 定 時 刻 に 基 づ く 制 御 信 号 を 充 電 器 ２ ０ を 介 し て ロ ボ ッ
ト １ ０ に 与 え る 。 こ の 場 合 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 設 定 時 刻 に 応 じ た 動 き お よ び 発 話 を 行 う 。 そ
れ に よ り 、 使 用 者 は ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き ま た は 発 話 に よ り 設 定 時 刻 を 容 易 に 把 握 す る こ と

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-110335 A 2007.4.26



が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ ５ ） 他 の 実 施 の 形 態
　 （ Ａ ） 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 充 電 器 ２ ０ と は 別 体 と し て 構 成 さ れ て い る
が 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が 充 電 器 ２ ０ と 一 体 的 に 構 成 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 ロ ボ ッ ト １ ０ が カ
ン ガ ル ー の 形 態 を 有 し 、 カ ン ガ ル ー の ポ ケ ッ ト に 充 電 器 ２ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 カ
ン ガ ル ー の ポ ケ ッ ト に 携 帯 電 話 ３ ０ を セ ッ ト す る こ と に よ り 、 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０
に よ り 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 （ Ｂ ） メ モ リ １ ２ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル を 一 定 時 間 ご と に 自 動 的 に 更 新 す る こ と に
よ り ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き ま た は 発 話 を 一 定 時 間 ご と に 変 更 し て も よ い 。 例 え ば 、 対 応 テ ー
ブ ル を 毎 日 更 新 す る こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト １ ０ の 発 話 の 内 容 を 毎 日 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ Ｃ ） ロ ボ ッ ト １ ０ ま た は 充 電 器 ２ ０ に 人 の 有 無 を 検 出 す る 距 離 セ ン サ 、 人 セ ン サ 等 の
人 体 セ ン サ を 設 け 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ が 人 体 セ ン サ か ら の 信 号 に 基 づ い て ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き お
よ び 発 話 を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 （ Ｄ ） 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 充 電 器 ２ ０ と 携 帯 電 話 ３ ０ と が コ ネ ク タ Ｃ Ｎ １ ， Ｃ Ｎ ２ に
よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る が 、 充 電 器 ２ ０ と 携 帯 電 話 ３ ０ と の 間 で 信 号 を 光 学 的 に 伝 送
し て も よ い 。 ま た は 、 充 電 器 ２ ０ と 携 帯 電 話 ３ ０ と の 間 で 信 号 を 無 線 通 信 に よ り 伝 送 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ Ｅ ） ロ ボ ッ ト １ ０ ま た は 充 電 器 ２ ０ に 周 囲 の 明 る さ を 検 出 す る 光 セ ン サ を 設 け 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ３ ２ が 光 セ ン サ か ら の 信 号 に 基 づ い て 就 寝 ま た は 起 床 の 時 刻 を 判 別 し 、 判 別 結 果 に 基 づ
い て ロ ボ ッ ト １ ０ の 動 き お よ び 発 話 を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ Ｆ ） ロ ボ ッ ト １ ０ に 表 示 装 置 を 設 け 、 携 帯 電 話 ３ ０ の 状 態 に 基 づ く 動 作 と し て ロ ボ ッ
ト １ ０ の 表 情 を 表 示 装 置 に 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ ６ ） 実 施 の 形 態 の 各 部 と 請 求 項 の 構 成 要 素 と の 対 応
　 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ が 通 信 手 段 に 相 当 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ２ が 処 理 装 置
に 相 当 し 、 コ ネ ク タ Ｃ Ｎ １ が 接 続 部 に 相 当 し 、 充 電 モ ジ ュ ー ル ２ ３ が 充 電 手 段 に 相 当 し 、
制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ 、 ス ピ ー カ １ ５ 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ お よ び
外 皮 １ ０ ０ が 動 作 部 に 相 当 す る 。 ま た 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 モ ー タ １ ６ １ ～ １ ６ ５ お よ
び 外 皮 １ ０ ０ が 身 体 動 作 部 に 相 当 し 、 制 御 モ ジ ュ ー ル １ １ 、 発 話 モ ジ ュ ー ル １ ４ お よ び ス
ピ ー カ １ ５ が 発 話 動 作 部 に 相 当 す る 。 外 皮 １ ０ ０ の 動 き が 身 体 動 作 に 相 当 し 、 ス ピ ー カ １
５ か ら の 発 話 が 発 話 動 作 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 メ モ リ １ ２ が 記 憶 手 段 に 相 当 し 、 対 応 テ ー ブ ル が 対 応 関 係 に 相 当 し 、 制 御 モ ジ ュ
ー ル １ １ が 制 御 手 段 に 相 当 す る 。 充 電 容 量 セ ン サ ２ ２ が 充 電 状 態 検 出 手 段 に 相 当 し 、 脱 着
セ ン サ ２ １ が 脱 着 状 態 検 出 手 段 に 相 当 す る 。 バ ッ テ リ ２ ５ の 充 電 容 量 が 所 定 レ ベ ル よ り も
低 下 し た こ と ま た は バ ッ テ リ ２ ５ が 満 充 電 状 態 に な っ た こ と が バ ッ テ リ ３ ５ の 充 電 状 態 に
相 当 し 、 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０ に セ ッ ト さ れ た こ と お よ び 携 帯 電 話 ３ ０ が 充 電 器 ２ ０
か ら 取 り 外 さ れ た こ と が 充 電 器 へ の 携 帯 電 話 の 脱 着 状 態 に 相 当 し 、 通 信 モ ジ ュ ー ル ３ １ に
よ る 電 子 メ ー ル の 受 信 が 通 信 手 段 の 通 信 状 態 に 相 当 し 、 設 定 時 刻 が 予 め 設 定 さ れ た 時 刻 に
相 当 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 、 職 場 等 に お い て 日 常 生 活 を 精 神 的 に 潤 す パ ー ソ ナ ル な ロ ボ ッ ト シ ス テ
ム 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の ロ ボ ッ ト 、 充 電 器 お よ び 携 帯 電 話 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ロ ボ ッ ト の メ モ リ に 記 憶 さ れ る 対 応 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 携 帯 電 話 の Ｃ Ｐ Ｕ に よ る ロ ボ ッ ト の 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 携 帯 電 話 の Ｃ Ｐ Ｕ に よ る ロ ボ ッ ト の 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 １ ０ 　 ロ ボ ッ ト
　 １ １ 　 制 御 モ ジ ュ ー ル
　 １ ２ 　 メ モ リ
　 １ ３ 　 通 信 モ ジ ュ ー ル
　 １ ４ 　 発 話 モ ジ ュ ー ル
　 １ ５ 　 ス ピ ー カ
　 １ ７ 　 電 源 モ ジ ュ ー ル
　 １ ８ 　 Ａ Ｃ ア ダ プ タ
　 １ ９ 　 電 源 プ ラ グ
　 ２ ０ 　 充 電 器
　 ２ １ 　 脱 着 セ ン サ
　 ２ ２ 　 充 電 容 量 セ ン サ
　 ２ ３ 　 充 電 モ ジ ュ ー ル
　 ３ ０ 　 携 帯 電 話
　 ３ １ 　 通 信 モ ジ ュ ー ル
　 ３ ２ 　 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 処 理 装 置 ）
　 ３ ３ 　 メ モ リ
　 ３ ４ 　 時 計 モ ジ ュ ー ル
　 ３ ５ 　 バ ッ テ リ
　 １ ０ ０ 　 外 皮
　 １ １ ０ 　 胴 部
　 １ ２ ０ 　 右 の 突 部
　 １ ３ ０ 　 左 の 突 部
　 １ ４ ０ 　 頭 部
　 １ ５ ０ 　 制 御 用 基 板
　 １ ６ １ ～ １ ６ ５ 　 複 数 の モ ー タ
　 Ｃ １ 　 ６ Ｖ 用 の 電 源 ケ ー ブ ル
　 Ｃ ２ 　 １ ０ ０ Ｖ 用 の 電 源 ケ ー ブ ル
　 Ｃ Ｌ 　 制 御 ラ イ ン
　 Ｐ Ｌ 　 電 源 ラ イ ン
　 Ｃ Ｎ １ ， Ｃ Ｎ ２ 　 コ ネ ク タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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